
本日の会議目的・進め方 

 

１ 事業の基本概要 

■ 「中小事業者の稼ぐ力創生と稼ぐ力を高めるための観光・産業活性化プロジェクト」で目指す将来像のイメージは以下のとおり。 

2020年度～2022年度  2023年度～ 

【将来像】の実現に向けた検討の枠組みと目標 【将来像】地域が潤う仕組みが稼働（好循環） 

(1) ＝ 周遊観光モデルの構築（滞在の仕組みづくり）【観光部会】 

(2) ＝ 清須ならではの特産品の開発（観光消費の素材づくり）【産業部会】 

目標：観光で地域が潤う仕組みの構築（(1)×(2)により 2022年度末までに達成を目指す） 

(1) 観光地域としての魅力の向上 

(2) 市内での観光消費の向上 

(3) 中小企業の活動の向上 

■ 令和２年度の会議別検討テーマは下表のとおり。 

 2020年度【１年目】の検討テーマ 

きよす会議 ① 分科会の検討テーマ（設定・検証） / ② 次年度の検討方針 

観光部会 ① 清須観光のコンセプト       / ② 周遊ルート・ストーリー 

産業部会 ① 特産品の開発スキーム        /  ② 開発機運の醸成方法 

 

２ 本日の会議目的 

 ■ 本日の会議目的は次の２点。 

(1) 今年度の検討成果に係る検証：本部組織「きよす会議」は、分科会の成果物への修正権を有する位置づけ。ついては、「原案承認」又は「一部修正の上で承認」のいずれかで議決されたい。 

(2) 次年度の検討方針に係る決定：将来像の実現に向けた「観光で地域が潤う仕組みの構築」（2022年度末時点）のため、令和３年度に分科会へ託す検討テーマについて、決定されたい。 

３ 本日の進め方 

 

会議の流れ 所要時間の目安  

(1) 開会・資料説明 20分以内 ◆ 部長あいさつ  ◆ 配付資料の要点説明：① 会議目的 / ② 会議の進め方 / ③ 素案（たたき台） 

    ↓ 

(2) 議題① 50分以内 ◆ 令和２年度の検討結果について（資料３・４を基に、座長の取り回しによって協議を進行） 

    ↓ 

(3) 議題② 50分以内 ◆ 令和３年度の検討方針について（資料５を基に、座長の取り回しによって協議を進行） 

    ↓ 

(4) 閉会 数分  
   

資 料 １ 
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分科会

本部会 観光・産業きよす会議

(以下「きよす会議」という)

観光部会 産業部会

KPI[基準値(2019 年度)⇒目標値(2022 年度)]                                                  

① 清洲城（有料）及びあいち朝日遺跡ミュージアムの入場者数 [66,007(人) ⇒ 133,000(人)]  

② 清洲ふるさとのやかたにおける中小事業者が製造した土産物の販売額  [10,736(千円) ⇒ 12,400(千円)] 

③ 特産品開発支援を通じて中小事業者が開発した特産品数  [2(品) ⇒ 8(品)]  

④ 清須市観光協会 HP のアクセス件数  [82,082(件) ⇒ 114,000(件)] 
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